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　ノロウイルスを原因とする感染性胃腸炎が、今季に入り猛威を振るっています。今後、さらに多発する時期に入りますので、予防方法を徹底して感染の防止に努めましょう。
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　感染力が強く、微量のウイルスで感染する。（高齢者などは重篤になることがある）


　症状　：　腹痛、下痢、吐気、おう吐、発熱　（ウイルスは感染してから1週間程度便中に排泄され続ける）


　感染経路


食中毒（生やそれに近い状態の貝類を食べた）


二次汚染による食中毒（感染している調理従事者や調理器具などを介して汚染された食品を食べた）


感染した人の便やおう吐物の処理時に人から人へ感染
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　手洗いの徹底を


・　トイレ使用後、調理の前、食事の前には、石けんと流水で30秒以上手洗い（アルコールでの消毒効果は十分ではない）


　食品の取り扱いに注意を


ウイルスに汚染されている可能性のある食品は、中心温度85℃以上で1分間以上の加熱


調理器具などの洗浄・消毒を徹底


　	・　生で食べる食品（野菜、果物等）は十分に洗浄


　吐物の処理は細心の注意を


　	・　おう吐物をふき取るときは、手袋、マスク等を使用


　	・　室内で吐いた場合は、部屋の換気を十分に


吐いた場所は塩素系殺菌消毒剤等で消毒
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上記の症状が出た時は、すぐに医師の診察をうけましょう！
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